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2月6EI、第12匝l小長井町生涯学習研究大会ガ、文化ホールで行われ、各地区ガら約520人ガ参加
し、シンポジウムや基調講演など、まちづ＜りについての熱い討議ガ繰り広げられました。午前中は
7人の問題提起者ガすぼらしい意見を発表、それに対して4人の先生方から貴重な助言をいただきま
した。そして午後ガらは俳優の東野英心氏の「心の時代」と題して基調講演ガ行われ、参加者全員ま
ちづ＜りを考える有意義な一日を過ごしました。
ここではシンポジウムでの意見や助言について、簡単に紹介します。

長

川宗
■

野毒

陽

介

『インターネットでの調べ学習』
インターネットでは、調べる

課題を自分たちで決めます。そ

して、それに合う項目を探し出

していきます。この作業はとて

も難しいことでした。やりはじ

めたころは、この勉強がにがて

でした。でも、どんどん進めてま

とめているうちに、だんだん好

きになってきました。自分たち

でまとめた作品を他の友だちに

見てもらうのがうれしかったか

らだと思います。また、インター

ネットを使っていろいろなこと

を調べたり、ぼくたちの学校や

町のことを知らせたいと思いま

す。そして、日本の世界中の人々

と知りあえたらいいなと思いま

す。

人
間
は
夢
が
あ
れ
ば
、
青
春
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
若
く
て
も
夢
や
目

標
が
な
い
人
は
青
春
だ
と
は
思
い
ま

せ
ん
。
ど
ん
な
に
年
を
と
っ
て
も
夢

が
あ
っ
て
目
標
に
向
う
事
が
、
精
神

的
に
は
青
春
な
の
で
す
。
今
日
は
七

名
の
方
々
か
ら
い
い
お
話
を
た
く
さ

ん
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私

も
こ
の
よ
う
な
元
気
を
い
っ
ぱ
い
吸

収
し
て
、
帰
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

『リサイクルと福祉』

ゴミの問題は、小長井町だけ

でなく地球全体の問題でもあり

ます。リサイクルすることで自

然を守る事ができます。リサイ

クルショップの利益で障害のあ

る人や老人を守る事ができま

す。一度には全部はできないけ

れど、少しずつ取り組んで行か

なければなりません。小長井町

でも早くリサイクルの仕組みを

取り入れてほしいと思います。

ぼくには、リサイクルセンター

を造る事はできないけれど、せ

めてゴミを分ける時は燃えるゴ

ミ、燃えないゴミとしっかり分

別していきます。また、修理で
きるものは修理して大事に使っ

ていこうと思います。

県社会福祉協議会事務局長

山本　主税先生

小
長
井
小
六
年

黒
　
木
　
諒
　
太

遠
竹
小
六
年

江
　
頸
　
真
理
恵

『あゆみの轟から学んだ

「一生懸命」』

あゆみの家で演奏している人

は手や足が動かない人たちでし

た。手が動かない人は足で、足

が動かない人は手で、足も手も

動かない人は頭で、一生懸命鈴

を鳴らしていました。この演奏

を聞いて、体が不自由なのに自

分の持てる力でがんばって音を

鳴らしているなあと感心しまし

た。私はあゆみの家を訪問して、

体が不自由な人でも、一生懸命

がんばれば何でもできるんだな

あとわかりました。私たちは、

何も不自由なところなんてない

んだから、これからいろんな事

に挑戦していきたいと思いま

す。

ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
で
す
。

だ
か
ら
、
人
を
育
て
る
事
が
大
切
で

す
。
人
が
育
つ
に
は
学
び
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
今
日
、
こ
の
大
会
で

い
ろ
ん
な
意
見
を
お
聞
き
し
ま
し

て
、
こ
の
町
は
す
ば
ら
し
い
所
だ
な

あ
と
、
こ
の
場
で
実
感
し
ま
し
た
。

ど
う
か
生
涯
学
習
で
人
が
元
気
に
、

生
涯
学
習
で
町
が
元
気
な
小
長
井
町

で
あ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。

長崎教育事務所指導主事

相田　　正先生

《
指
導
・
助
言
》



『さざなみ』

「頑固、偏屈、偏執」と

老人に対する代名詞は数

多く言われているが、50

年、70年の所信でもあっ

た筈、その路、一途生き

てこられた信念と思え

ば、あえて争うことの愚

かさもさとる。在宅訪問

でも「また来ヤイ、待ッ

トルケン」の言葉を受け

れば可とすべき、待たれ

る人、頼られる人、お互

いが信頼の上に立脚し

て、悔いの少ないものに

したい。小さな「さざな

み」も波紋は必ず広がる

ものと信じて、一歩一歩

確実に進んでいきたい。

町
漁
協
直
売
店

野
　
田
　
ト
モ
子

直売店が地元の魚で溢

れ、虫の良い話ですが、

お客さんも溢れてくれれ

ば、言う事はありません。

やっと「さかなやさん」

も3年目に入ります。今

の所、5人の仲良しおば

さんが交替でおります。

どうぞお気軽にお出かけ

下さい。お待ちしており

ます。東の玄関口である

小長井町、その玄関口で

お迎えする私達直売店一

同、フルーツバス停に負

けぬ笑顔で町おこしに少

しでもお役に立ち、これ

からの漁業の発展のお手

伝いができたらと思って

おります。

七
名
の
皆
さ
ん
方
の
発
表
に
つ
き

ま
し
て
は
、
福
祉
問
題
、
環
境
問
題
、

情
報
化
、
介
護
開
演
な
ど
、
様
々
な

観
点
か
ら
す
ば
ら
し
い
意
見
を
述
べ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に

感
心
さ
せ
ら
れ
た
り
、
心
強
く
頼
も

し
く
感
じ
た
り
、
深
く
考
え
さ
せ
ら

れ
た
り
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
方
の
頑

張
り
が
非
常
に
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
お
一
人
お
ひ
と
り
の

大
い
な
る
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま

す
。

小長井町長

古賀　忠臣先生

『走る自分』

社会というゴールを目

指し、猛ダッシュで走り

たいと思います。走って

ゴールの行く先々で出会

う人たちや体験をもと

に、責任ある人間になり

たいと思います。今まで

もコースアウトの際、道

を教え正しい道まで案内

して下さった方々、走る

のをギブアップしたいと

思った時、「走れ！」と

喝を入れて下さった

方々、本当にありがとう

ございました。吉岡浩太

郎は、今からもトップで

ゴールに向って猛ダッ

シュしたいと思います。

小
長
井
中
二
年

竹
　
原
　
哲

郎

『こんな自分でありたい』

僕は、誰とでも分け隔

てなく平等に付き合える

人、自分の気持ちに素直

になり、自分の意見を

はっきり言える人、小長

井町の伝統とかいろんな

ことを知って、自分の郷

土を愛せる人、そういう

人になりたいです。中学

校生活も後一年と少しで

す。多分いろんなことが

木　　あると思います。その全

てを自分のプラスの力に

変えて、もっと成長して、

自分の理想の人間に近づ

いていきたいと思いま

す。

直
売
店
に
は
、
小
長
井
特
産
の
珍

し
い
魚
が
い
っ
ぱ
い
お
い
て
あ
る

し
、
見
学
者
も
多
く
、
ネ
ー
ム
バ

リ
ュ
ー
が
ま
す
ま
す
増
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
安
く
て
新
鮮
だ
し
、
活

魚
水
槽
は
水
族
館
の
役
割
も
果
た

し
、
老
い
も
若
き
も
見
学
に
来
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
に
必
ず
プ
ラ
ス

に
な
り
ま
す
。
今
後
、
ま
す
ま
す
一

致
団
結
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

県漁業協同組合連合会

城台　利光先生
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社会福祉協議会では、今後ますます増加するお年寄りの介

護サービスや健康づくり、生きがい対策など、多様化するご

要望にお応えできるよう、社会福祉協議会の職員体制を大幅

に変更することが理事会、評議員会で決定されました。

そのために、新たに職員の募集を行うとともに、町民の皆

さんが積極的に福祉の町づくりに参加していただく場を設

け、支援していくことになりました。

「

　

■

一

一

．

一

社
会
福
祉
協
議
会

パ
ー
ト
職
員
募
集
！

小
長
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
介
護
員
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
I
、
登
録
ヘ
ル
パ
ー
の
募
集
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
福
祉
に
熱
意
の
あ
る
方
は
、

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
／
三
月
十
日
　
（
金
）

■
試
　
　
験
／
三
月
十
九
日
（
日
）
　
　
作
文
・
面
接
試
験

t
受
験
資
格
／
①
三
級
以
上
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
資
格
取
得
者
（
予
定
者
も
含
む
）

②
小
長
井
町
在
住
者

■
業
務
内
容
／

コ
ア
イ
サ
ー
ビ
ス
介
護
員
（
パ
ー
ト
）
】

①
八
時
三
十
分
～
十
七
時
ま
で
勤
務
可
能
な
方

②
∧
時
三
十
分
～
十
二
時
三
十
分
ま
で
勤
務
可
能
な
方

③
十
二
時
三
十
分
～
十
六
時
三
十
分
ま
で
勤
務
可
能
な
方

【
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
Ⅰ
　
（
パ
ー
ト
）
】

①
八
時
三
十
分
～
十
七
時
ま
で
勤
務
可
能
な
方

②
八
時
三
十
分
～
十
二
時
三
十
分
ま
で
勤
務
可
能
な
方

⑨
十
二
時
三
十
分
～
十
六
時
三
十
分
ま
で
勤
務
可
能
な
方

④
早
朝
・
夜
間
・
深
夜
（
登
録
）

【
申
込
方
法
／

履
歴
書
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
な
事
項
を
記

入
の
上
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
m
三
四
1
二
九
六
六
）
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㌧介護保険⑪

ビ芸計画

の作成ガ
平成‖年10月から介護保険の認定申請が始まり、そろそろ皆様にも認定結果通知書が送

付されてきたことと思います。

介護保険では認定を受けただけでは、サービスが利用できるという訳ではありません。

介護保険によるサービスを受けるためにはケアプランが必要で、基本的にケアプランがな

ければ介護保険のサービスが受けられません。

認定結果通知が届き、その認定の結果が■・・■■・

『非該当』と認定された方は、介護保険からのサービスを受けることができませんが、小長井町が実施

する福祉サービス（デイサービス・ヘルパー派遣等）を利用することができます。現在利用しているデ

イサービス、ホームヘルプサービス等は3月未までは、引き続き利用できます。

『要支援』『要介護』と認定された方は、介護保険からのサービスを受けることができますが、サービ

スを計画的に利用していただくために、居宅介護サービス計画（ケアプラン）を作成していただきます。

ケアプランの作成は、居宅介護支援事業者に被保険者証（まだ配布しておりませんので認定結果通知

書）を添えて申し込み依頼します。

居宅介護支援事業者（小長井町社会福祉協議会・佐藤病院・訪問着護ステーションいさはや小長井分室・

善友会居宅介護支援事業者等）

介護支援専門員（ケアマネージャー）が、本人や家族と話し合いながら、利用するサービスの内容や

回数などを決定し、ケアプランを作成し、サービスの利用票に記入します。

サービス利用額の一割が自己負担です。介護サービスを利用できる限度額はそれぞれの介護度により

異なります。それを超えた額についてはすべて自己負担となりますのでご注意ください。

※利用限度額すべてを利用しなければならないことはありません。自分の必要に応じたサービスだけを

選んで受けてください。

※介護度別のサービス利用限度額

介　 護　 度 妻　 支　 援 要 介 護 1 要 介 護　 2 要 介 護　3 要 介 護　4 要 介 護　 5

利用限度額

（月額）円
6 1，500 165，800 194，批 267，5（氾 30 6，（X旧 3！追，300



圃酌膠

採石行政検討専門委員、．
採石場を初視察！－

2月8日、第3回採石行政検討専門委員会ガ小

長井町で行われ、委員の先生方は初めて採石場や

採石場跡地の現場を視察されました。3人の専門

委員の皆さんは本町到着後、す＜操業中の採石場

や採石場跡地の5カ所を視察、その後役場会議室

で視察の感想を交えた会議を開きました。初めて

現場を目にされた児玉委員長は「想像していた以

上に採石場の規模が大き＜、民家に近いと感じた。

一　しかし、採石業は町の主要産業、どのようにして

住民の安全や環境と共存してい＜かが、これから

の課題。」と話されました。

すばらしい演劇に
児童たちも感動！

町内3小学校の児童たちは、2月22日文化ホー

ルで演劇観賞を行いました。これは演劇観賞を通

して児童たちに貢重な体験学習の機会を与えよう

と実施されたもので、約460人の児童たちガ集まり

ました。「ピアニヤン」と題したこの演劇は、ピ

アノを弾＜猫のピアニヤンがいろんな仲間たちの

友情に支えながら、成長してい＜姿が菖と歌とと

もに舞台いっぱいに繰り広げられました。このす

ばらしい演劇に、児童たちは終始＜ぎづけ、笑い

と感動に包まれながら本物の舞台という貴重な体

験ができました。

↓
O
P
■
C
S

福祉を寸劇で披露！
JA北高「いもんこの会」
2月18日、農業者年金受給者の会の全員研修会が文化

ホールで行われ、小長井・高来町から約140人ガ参加しま

した。その研修会の中でJA北高女性部の助け合い組織「い

もんこの会」の皆さんが、日頃の活動の様子を寸劇で披露

しました。「いもんこの会」は介護保険サービスの理解を

求め、ミニデイサービスやJAヘル／トをボランティアで

取り組んでいる組織です。今回はその福祉活動を寸劇で披

露することにより、多＜の皆さんlこ福祉と介護のし＜みに

ついて、少しでも考えてもらえればと出演されたものです。

終了後は観客からの大きな拍手に包まれ、

すばらしい劇の幕を閉じました。



インターネットで

世界へ発進！＝図書室＝
12月1日にオープンした文化ホールの図書室で、今イン

ターネットが子どもたちに大人気です。これからの情報化

社会に向け、子どもたちにもインターネットに親しんでも

らあうとパソコン4台設置されています。高校生までは一

日一回、30分無料で、大人は1時間50円で利用できます。

大人になると、なかなか覚えようとする機会か少ないコン

ピューター。見ていると最初は遊び半分で操作しているよ

うに見えていた子どもたちも、国を重ねるうちに見る見る

上達しているのガわかります。うま＜なるためlこは、やは

り小さいうちからキーボードを数多＜手にすることが大事

です。ぜひ図書室まであ越し＜ださい。

‡
U
l
1
0
ト

長里地区一円を
タスキリレーで完走！

第20回長里小創立記念駅伝大会が2月20日、

長里地区一円を18区間に分け、行われました。

これは長里小学校の創立127周年の記念大会と

して、児童たちはもちうんのこと、ゐ父さんや

あ母さん、卒業生の中学生、消防団の皆さんな

ど、地区民総出で行われました。大会には消防

チームも含む7チームで争われ、沿道にはた＜

さんの応援者が詰め掛け、大きな声援が飛び

J交っていました。
／

囲禦昭現

『心の時代』と題し、
教育問題などを熱弁！

テレビでゐ馴染みのイ非優東野英心さんガ、2月
6日の生涯学習研究大会の記念講演の講師として
来町されました。東野さんはNHKテレビ「中学
生日記」など数多＜のテレビ、映画lこ出演され、
現在はフリーとして全国各地を講演活動中です。
この日は『心の時代』と題し、教育問題などを中
心に自分の経験談を交えながら話されました。今
年もこの大会lこは会場を埋皮）居＜さんばかりの参
加者が集まり、ハートフルホールも超満員。そん
な大勢の観客を前に、「今は心のd＼れあいか薄れて
きているように思います。これからは心と心のふ

れあいをより大切にしていきましょう。」と栗野さ
んは、力説されていました。



町村交通災害共済制度
．　この交通災害共済は、町村が組織した特別地方公共団体で取り扱っている制度です。

J　交通事故－それはひとごとではありません。日々増加しています。今すぐ、家族ぐるみで加入し
ましょう。

．◎交通事故災害とは／国内で自動車、汽車、電車・原動機付自転車、自転車、定期旅客船、旅客機
等により、接触、衝突、転覆等の事故にあわれた場合です。

◎加入できる人は／小長井町に住民登録又は外国人登録をしている人は、年齢に関係なく誰でも加

入できます。また就学（学生）のため一時的に転出している人も加入できます。

◎共済掛金は／一年ごとに加入者一人につき潔氾円です。中途加入者についても同様です。納めら
れた掛金は、原則として返還しません。

◎共済期間は／4月1日から3月31日までです。

だだし、4月1日以降に加入される人は、役場で

受理した日時から3月31日までです。

◎加入申込方法は／配布された加入申込書兼納付

書に加入者名を連記し、一人当たり300円の掛金

を添えて役場又は班長さんに提出してください。
棚＿こ・て・・㌔

◎災害見舞金の請求方法は／加入申込者は請求書とその他関係書類を添えて、役場へ提出してくだ
さい。請求書、その他関係用紙は役場にあります。

◎災害見舞金の請求期限は／事故発生日から2年以内です。

わからないことやくわしいことは、役場総務課でお尋ねください。

圏
バイク・軽自動車等を廃車、譲渡、転出したときはすみやか

に変更手続きを済ませて＜ださい。

①パイク（125cc以下の原動機付自転車）等の場合

必要なもの…印鑑、ナンバープレート

届出先…小長井町役場・税務課

②軽自動車（125cc以下の原動機付自転車を除く）等の場合

必要なもの…印鑑、車検証、ナンバープレート（廃車の場合）、

住民票（譲渡、転出の場合）

届出先‥・長崎県軽自動車販売店協会（TELO95－83－32叫）

※なあ、手続きは自動車整備工場等でも代行して＜れますので、

最寄りの自動車整備工場等にご相談＜ださい。

※バイク（125cc以下）の行方がわからな＜なった時は、役場

に届出をして＜ださい（印鑑ガ必要）。そのままにしてあきま

すと、いつまでも課税されることになります。

詳しいあ尋ねは、役場税務課まで。

こ
の
ほ
ど
、
土
井
正
敏
さ
ん
　
（
釜
二
）

か
ら
、
遠
竹
小
学
校
へ
　
「
児
童
の
情
操
教

育
振
興
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。
」
と
電
子

ピ
ア
ノ
と
学
校
用
オ
ル
ガ
ン
、
学
校
用
モ

ニ
タ
ー
ス
ピ
ー
カ
ー
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。こ

れ
ら
の
機
器
は
、
学
校
教
育
の
中
で

有
意
義
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ご
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

電
子
ピ
ア
ノ
な



．二て．
－　」

こ／J　二′

＿＿　．＿‾」

班
湧
出

∴
・
一
．
∴
／

『
進
め
、
東
京
小
長
井
会
』

千
葉
県
松
戸
市

中
　
村
　
吉
　
弘

（
遠
竹
出
身
）

『なガさき阿蘭陀年』記念事業では2000年1月ガら2001年3

月にかけて、長崎市や平戸市、佐世保市、西彼町を中心として、

多彩なイベントの開催ガ予定されていますガ、古賀町長ガ去る

2月22日金子知事を訪間、本町でも、オランダとの関わリガ深

い「ハーブ」や「押花」などを中心としたイベントを山茶花高

原ハーブ園で展開させ、記念事業と連携した幅広い取り組みを

行い、町の活性化につなげてい＜考えを伝えました。

また、この日は古賀町長をはじめ、ハーブ園社員とミス山茶

花も同行し、オランダとハーブの歴史などの説明を行い、金子

知事も深＜興味を示した様子でした。

今
、
東
京
小
長
井
会
の
会
員
が
二
百
二
十
余
名
、
親
睦
会
と
し
て
発
足
以
来
、
十
三
年
、
会
長
始

め
役
員
の
努
力
と
会
員
の
協
力
の
も
と
で
進
ん
で
参
り
ま
し
た
。
小
長
井
町
出
身
で
年
齢
の
上
下
を

問
わ
ず
親
睦
会
と
し
て
の
行
事
を
行
い
な
が
ら
現
在
に
至
り
ま
し
た
が
、
そ
の
役
目
は
十
分
果
た
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
年
一
回
の
総
会
に
は
会
員
の
出
席
者
が
吉
名
に
と
ど
く
ぐ
ら
い
に
な
り
、
小

長
井
町
か
ら
も
各
団
体
の
代
表
者
が
遠
路
故
郷
か
ら
上
京
し
て
い
た
だ
き
、
親
戚
、
友
人
、
知
人
と

年
に
一
度
の
顔
合
わ
せ
も
出
来
て
、
東
京
で
の
言
葉
は
忘
れ
、
小
長
井
弁
丸
出
し
で
懐
か
し
く
語
り

合
い
、
親
交
を
深
め
て
い
く
姿
を
見
れ
ば
、
我
々
こ
の
会
を
世
話
を
す
る
者
に
と
っ
て
肩
の
荷
が
お

り
て
ほ
っ
と
す
る
一
瞬
で
す
。
又
年
に
一
度
日
帰
り
の
旅
行
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
役
員
で

は
東
　
春
治
さ
ん
、
佐
藤
清
孝
さ
ん
が
プ
ラ
ン
作
り
、
バ
ス
の
手
配
等
を
行
い
、
会
員
の
増
山
今
朝

幸
さ
ん
　
（
長
里
出
身
）
、
森
本
重
書
さ
ん
　
（
井
崎
出
身
）
　
に
は
役
員
で
は
な
い
が
、
行
事
に
親
身
に

な
っ
て
協
力
し
盛
り
上
げ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
伊
豆
大
島
へ
の
旅
で
日
帰
り
で
は
な
く
、

前
夜
か
ら
の
出
発
（
船
便
）
　
で
し
た
が
、
そ
の
手
配
も
森
本
さ
ん
が
主
に
な
っ
て
や
っ
て
も
ら
い
、

安
心
で
楽
し
い
旅
が
出
来
ま
し
た
。
又
、
女
子
の
役
員
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
毎
月
の
ハ
ー
ト
フ
ル

小
長
井
を
会
員
全
員
に
発
送
す
る
為
に
交
代
で
二
人
ず
つ
出
て
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
場
所
は

新
宮
会
長
の
会
社
の
事
務
所
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
故
郷
を
遠
く
離
れ
て
も
お
互
い
に

励
ま
し
合
い
、
楽
し
み
な
が
ら
小
長
井
会
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。
東
京
小
長
井
会
が
こ
こ
ま
で
発

展
し
て
果
た
の
も
、
故
郷
小
長
井
か
ら
の
温
か
い
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
出
来
た
事
を
見
の
が
し

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
総
会
へ
の
小
長
井
か
ら
の
出
席
、
町
民
体
育
祭
へ
の
東
京
小
長
井
会
か
ら
の
参

加
、
こ
れ
ら
の
交
流
が
我
々
を
ど
ん
な
に
力
付
け
て
く
れ
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
何
事
も
十
年

以
上
も
過
ぎ
れ
ば
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。
会
の
人
も
四
十
代
の
働
き
盛
り
だ
っ
た
の
が
、

今
で
は
孫
が
い
る
年
齢
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
小
長
井
会
に
も
若
い
人
材
が
ほ
し
い
と
こ

ろ
で
す
。
そ
こ
で
町
民
の
皆
様
、
会
員
の
皆
様
、
も
し
知
り
合
い
の
人
が
お
ら
れ
た
ら
東
京
小
長
井

会
へ
の
参
加
の
お
勧
め
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
私
も
比
度
小
長
井
へ
帰
る
事
に
な
り
ま
し
た
が
、

東
京
と
故
郷
と
の
懸
橋
に
な
れ
ば
幸
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
何
事
で
も
御
用
を
言
い
付
け
て
下
さ
い
。

今
後
と
も
東
京
小
長
井
会
の
発
展
の
た
め
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。



鮒
っ
て
得
す
る

情
報
プ
ラ
ザ

㊥人のうごき㊥
1月未現在

人　口　6，924人　転　入12人

男　　3，113人　転　出17人

女　　3，811人　出　生　4人

世帯数　2，418戸　死　亡　8人

F
M
諌
早
の
愛
称
が
レ
イ
ン

ボ
ー
F
M
（
な
な
い
ろ
エ
フ
エ
ム
）

に
決
ま
り
ま
し
た
。

周
波
数
は
七
七
・
一
M
H
Z
。

皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

●
ニ
ュ
ー
ス
・
天
気
予
報
・
市
町

村
情
報

（
月
～
金
）
午
前
九
時
～
午
後
八

時
毎
定
時
か
ら
十
五
分
間

●
生
放
送
・
生
活
情
報
な
ど

（
月
～
金
）
午
前
六
時
三
〇
分
～

九
時
、
正
午
～
午
後
二
時
、
午
後

五
時
～
七
時

（
土
～
日
）
　
正
午
～
午
後
二
時

番
組
へ
の
お
便
り
な
ど
は
、

（
株
）
エ
フ
エ
ム
諌
早
（
F
A
X

二
七
－
〇
八
四
〇
）
　
へ
。

交
通
事
故
巡
回
相
談

長
崎
県
交
通
事
故
相
談
所
相
談

員
に
よ
る
三
月
の
巡
回
相
談
は
、

次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
三
月
二
十
二
日
（
水
）

午
前
十
時
～
午
後
四
時

■
場
所
／
諌
早
市
役
所

■
相
談
／
酒
元
隆
吉
相
談
員

小
型
船
舶
更
新
・

失
効
再
交
付
講
習

海
技
免
状
は
期
間
満
了
の
日
の

一
年
前
か
ら
更
新
講
習
を
受
講
で

き
ま
す
。
ま
た
、
免
状
の
切
れ
て

い
る
方
も
失
効
再
交
付
講
習
を
受

講
さ
れ
ま
す
と
免
状
が
復
活
し
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
受
講
さ
れ

ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま

す
。

■
日
時
／
四
月
八
日
（
土
）
午
後

二
時
～

】
場
所
／
諌
早
文
化
会
館

■
受
講
に
必
要
な
も
の
／
海
技
免

状
・
写
真
二
枚
（
三
×
三
C
m
）
・
講

習
料
（
更
新
八
、
五
九
〇
円
、
失
効

一
四
、
五
四
〇
円
）

◎
受
講
希
望
の
方
は
必
ず
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
九
州
海
技
学
院

（
m
〇
九
六
四
－
五
二
－
二
四
五

一
）
　
へ
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
使
用
義
務
付
け

四
月
一
日
か
ら
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
使
用
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
は
、
六
歳
未
満
の
幼

児
を
自
動
車
（
二
輪
車
を
除
く
）

に
乗
せ
る
と
き
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
疾
病
の
た
め
、
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
さ
せ
る
こ

と
が
療
養
上
適
当
で
な
い
と
き
な

ど
は
、
適
用
が
除
外
さ
れ
ま
す
。

※
幼
児
用
補
助
装
置
使
用
義
務
違

反
　
点
数
一
点

お
引
っ
越
し
の
手
続

き
を
忘
れ
ず
に

お
引
っ
越
し
シ
ー
ズ
ン
に
な
り

ま
し
た
。
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
等

停
止
の
手
続
き
、
お
引
っ
越
し
先

の
入
居
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
行

き
ま
し
ょ
う
。

●
電
気
の
停
止
手
続
き

・
お
引
っ
越
し
の
四
～
五
日
前
ま

で
に
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。

・
「
電
気
ご
使
用
の
お
知
ら
せ
」
な

ど
に
記
載
の
「
お
客
さ
ま
寺
号
」

も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
電
気
の
入
居
手
続
き

・
リ
ミ
ッ
タ
ー
（
ブ
レ
ー
カ
ー
）

を
「
入
」
に
す
る
と
、
電
気
が
点

き
ま
す
。

・
備
付
け
の
　
「
電
気
ご
使
用
申
込

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

ご
投
函
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
九
州
電
力
諌
早

営
業
所
（
m
二
ニ
ー
二
三
一
〇
）

へ
。

l

し

∴′川　’い

t対象者／スポーツ活動、文化活動、

ボランティア活動、地域活動、指導

活動などを行う5人以上のアマチュ

ア団体やグループ。

■掛金／（1人年額）子ども450円、老

人肛円、成人1仰円

■対象事故／（D被保険者の所属する

団体の管理下における活動中の事故

②所属する団体が指定する集合、解

散場所と被保険者の住所との通常の

経路往復中の事故

■受付期間／平成12年4月1日～平

成13年1月31［］

■保険期間／平成12年4月1日～平

成13年3月31日（4月1日以降申し

込みは、掛金振込日の翌日から有効）

くわしくは、町教育委員会（m三池

－2201）へ。



自
動
車
税
の
減
免

県
税
事
務
所
で
は
、
身
体
障
害

者
等
に
対
し
自
動
車
税
の
減
免
を

行
っ
て
い
ま
す
。

《
受
付
期
限
》

三
月
一
日
～
五
月
二
十
四
日

《
受
付
場
所
》

諌
早
県
税
事
務
所

《
障
害
範
囲
》

（
本
人
運
転
、
豪
族
運
転
と
も
）

①
上
肢
障
害
…
二
級
の
四
ま
で
該

当②
乳
幼
児
期
以
前
の
非
進
行
性
の

能
病
変
に
よ
る
運
動
機
能
障
害
の

う
ち
上
肢
機
能
⊥
一
級
ま
で
該
当

（
家
族
運
転
）

①
下
肢
障
害
…
三
級
の
三
ま
で
該

当②
乳
幼
児
期
以
前
の
非
進
行
性
の

能
病
変
に
よ
る
運
動
機
能
障
害
の

う
ち
移
動
機
能
⊥
二
級
ま
で
該
当

《
申
請
書
転
》

①
身
体
障
害
者
手
帳
②
運
転
免
許

証
③
車
検
証
④
印
鑑
⑤
生
計
同
一

証
明
書
⑥
健
康
保
険
証
も
し
く
は

住
民
票
謄
本

く
わ
し
く
は
、
長
崎
県
税
事
務

所
自
動
車
税
課
（
m
〇
九
五
－
八

二
一
－
八
八
三
五
）
　
へ
。

二
〇
〇
〇
年
問
題

相
談
窓
口
ご
案
内

現
在
当
公
社
で
は
、
中
小
企
業

の
皆
様
か
ら
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

西
暦
二
〇
〇
〇
年
間
題
に
係
わ

る
、
無
料
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
二
〇
〇
〇

年
間
題
に
関
し
て
、
常
駐
の
専
門

家
（
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
）
　
と

弁
護
士
が
、
皆
様
か
ら
の
相
談
に

お
答
え
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
／
三
月
十
日
ま
で

【
専
門
家
配
置
日
／
毎
週
火
・
金

曜
日

楽しさ満載の主なイベントを

会場ごとにご紹介します。

【長崎会場】ゴッホと印象派展

（3月4日～4月9日）県立美

術博物館

【平戸会場】平戸オランダ商館

展（3月18日～11月30日）平戸

文化センター

【佐世保会場】春の花まつり

（3月19日～26日）佐世保市亜

熱帯動植物園

【ハウステンボス会場】超感覚

ミュージアム展（2月18日～4

月13日）ハウステンボス

【長崎オランダ村会場】ブリキ

のおもちゃ博覧会（3月19日～

7月16日）長崎オランダ村

くわしくは、ながさき阿蘭陀

年推進協会（TELO95－827－1825）

へ。

■
弁
護
士
相
談
士
／
毎
週
金
曜
日

】
連
絡
先
電
話
番
号
／
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
　
（
〇
一
二
〇
－
二
〇
〇
－

四
五
一
）
　
又
は
　
（
〇
九
五
－
八
二

〇
－
三
八
三
八
）
　
へ
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

を
応
援
し
ま
す

創
業
を
目
指
す
方
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
、
経
営
革
新
を
行
お

う
と
す
る
中
小
企
業
者
の
皆
様
を

応
援
し
、
企
業
等
の
順
調
な
発
展
・

成
長
の
た
め
の
お
手
伝
い
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

①
専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス

（
診
断
助
成
）

②
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
等
の
評
価

（
事
業
可
能
性
評
価
）

③
法
律
相
談
（
取
引
適
正
化
、
苦

情
処
理
）

■
対
象
者
／
①
長
崎
県
内
で
創
業

を
目
指
す
者
②
長
崎
県
内
に
事
業

所
を
有
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、

又
は
経
営
革
新
を
行
お
う
と
す
る

中
小
企
業
着

く
わ
し
く
は
、
（
財
）
長
崎
県
産

業
技
術
振
興
財
団
（
m
五
二
－
一

一
三
八
）
　
へ
。

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

長
崎
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条

例
の
基
本
理
念
で
あ
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

よ
り
一
層
の
理
解
と
協
力
が
得
ら

れ
る
よ
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
す
。

●
と
き
／
三
月
十
六
日
　
午
後
一

時
三
十
分
～
四
時
三
十
分

●
と
こ
ろ
／
n
C
C
＆
ス
タ
ジ
オ

●
テ
ー
マ
／
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
す

す
め
よ
う

●
内
容
／
堀
田
　
力
氏
講
演
会
、

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

く
わ
し
く
は
、
長
崎
県
社
会
福

祉
課
（
m
〇
九
五
－
八
二
二
1
一

〇
二
二
）
　
へ
。

琴
城
流
大
正
琴

大
正
琴
は
、
大
正
初
め
に
発
明

さ
れ
、
木
製
中
空
の
胴
に
二
本
の

金
属
弦
を
張
っ
て
同
音
に
調
弦

し
、
簡
単
な
鍵
盤
を
左
指
で
押
さ

え
右
手
の
義
甲
で
は
じ
き
奏
す
る

弦
楽
器
で
す
。
現
在
で
は
通
常
五

弦
で
す
。

本
町
で
も
指
導
師
範
鈴
木
琴
史

霞
草
（
高
橋
美
枝
子
）
先
生
の
も

と
、
毎
月
第
二
・
四
火
曜
日
の
午

前
十
時
か
ら
十
二
暗
ま
で
、
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
会
員
数
五
名

で
す
。
入
会
希
望
の
方
は
、
新
田

原
の
中
島
美
代
子
さ
ん
（
m
三
四

－
二
〇
八
一
）
ま
で
。

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

■
香
典
返
し

▼
故
　
梅
林
一
馬
様

遺
族
　
梅
林
利
光
様
（
大
久
保
）

長
里
西
老
人
ク
ラ
ブ
及
び
社
会

福
祉
協
議
会
へ
金
一
封

▼
故
　
馬
場
　
之
則
様

遺
族
　
馬
場
勝
洋
様
（
井
崎
一
）

社
会
福
祉
協
議
会
へ
金
一
封

▼
故
　
森
　
多
須
子
様

遺
族
　
森
一
彦
様
（
川
内
）

長
里
東
老
人
ク
ラ
ブ
及
び
町
身

体
障
害
者
福
祉
会
、
社
会
福
祉

協
議
会
へ
金
一
封

▼
故
　
山
口
　
千
代
様

遺
族
　
山
口
正
治
様
（
大
久
保
）

長
里
西
老
人
ク
ラ
ブ
及
び
社
会

福
祉
協
議
会
へ
金
一
封

こちら110番　［交通事故発生状況］

1 月末 諌早 森山 高来 小長

現　 在 市 前年比 町 前年比 町 前年比 井 町 前年比

件　 数 4 6 －　 7 3 － 1 4 －　 3 0 ±　0

死　 者 0 － 1 0 ±　0 0 土　 0 0 ±　0

傷　 者 5 5 － 2 6 3 －　3 5 －　 7 0 ±　0
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長里小6年

村　永　一　夫

「もうすぐ中学生」

ぼくは、もうすぐ中学生になります。小学生と違うのは、まず第一

に授業の時間も少し延びて算数が数学に変わり、英語も加わってとて．
も大変だと思います。でも、一生けん命勉強してついていきたいです。l

二つ目は部活があることです。部活にも、いろいろ種類があります。二

野球部や陸上部、バレー部などありますが、前は別にどこでもよかっ

たけど卒業を前にして、ほとんど決めています。今の気持ちは陸上部

が99％、野球部1％です。それは、ぼくは長距離が好きだから、きつ：

いけど練習があまり苦にならないからです。中学生に「陸上は時間は；

短いけどきつい」と聞いて少し迷ったけど、せっかくすると決めたか．
らそれでいこうと思っています。こんなにはっきり自分の道を見つけ

られたのは初めてだから、とてもすごいなあと自分でも思います。そ

れに友達が今より多くできるのがとてもうれしいです。中学校ではい

ろいろな人と友達になって、楽しく過ごしていきたいです。今一番不；

安なのは、だれとでも仲良くしていけるかということです。他の学校

では、よくいじめや不登校などが多いと言われています。もし、自分

だけでなく友達がいじめにあっていたら勇気を持って立ち向かい、い

じめなどをなくすようにしたいです。

古
訪
探
訪
（
広
川
良
①
）

石
　
井
　
民
　
也

み
さ
か
え
の
園
と
山
茶
花
高
原
と
の
中
間
点
位
よ
り
左
折
し
て
、
南
下
す
れ
ば

山
の
神
滑
他
に
行
き
つ
く
。
こ
の
溜
池
は
木
下
吉
之
顧
翁
が
大
正
五
年
よ
り
長
里

耕
地
整
理
組
合
を
設
立
さ
れ
た
折
の
茶
屋
の
貯
水
池
と
並
ぶ
二
大
貯
水
池
で
あ

る
。
そ
の
下
に
百
余
町
　
（
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
余
）
　
を
開
田
し
、
二
百
町
の
大
農
場
の

実
現
に
身
を
粧
さ
れ
、
事
業
中
途
に
逝
去
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
痛
惜
余
り
あ
る
と

感
ず
る
…
。
山
の
神
橋
を
渡
り
、
桧
林
を
進
め
ば
道
左
側
に
五
輪
の
塔
が
見
え
る
。

以
前
は
数
多
く
散
見
さ
れ
て
い
た
と
永
渕
さ
ん
は
話
さ
れ
て
い
た
。
古
場
や
鳥
越

の
人
々
は
「
た
つ
ち
う
さ
ん
」
と
言
い
、
平
家
の
落
人
で
は
と
も
思
わ
れ
て
い
る
。

そ
こ
よ
り
五
十
米
位
の
道
下
に
一
米
弱
、
幅
五
十
糎
程
の
石
坂
柱
の
上
に
、
笠
石

が
乗
っ
た
傾
き
か
か
っ
た
碑
が
建
て
ら
れ
て
あ
る
。
地
神
宮
と
刻
ま
れ
、
文
政
十

一
年
二
月
吉
日
　
（
一
八
二
九
年
）
　
下
に
馬
渡
樹
兵
衛
、
吉
次
0
0
0
、
山
田
平
四

郎
、
田
川
0
0
0
と
判
読
さ
れ
る
。
そ
の
あ
た
り
旧
街
道
も
見
受
け
ら
れ
る
。
そ

の
上
の
方
に
井
崎
橋
が
あ
る
。
昭
和
四
十
八
年
三
月
竣
工
、
長
さ
二
十
一
米
、
幅

四
．
五
米
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
が
架
か
っ
て
い
る
。
も
と
は
丸
木
橋
で
あ
っ
た
と

の
こ
と
。
昔
佐
賀
の
殿
様
が
幕
府
よ
り
長
崎
警
固
を
命
ぜ
ら
れ
、
こ
の
街
道
を
往

復
す
る
時
、
こ
の
道
を
清
掃
し
た
り
、
修
理
し
た
り
、
荷
物
を
運
ん
だ
り
、
カ
ゴ

を
担
い
だ
り
す
る
労
役
を
沿
道
の
農
民
た
ち
が
負
担
す
る
こ
と
に
成
っ
て
い
て
、

こ
の
附
近
の
道
や
橋
を
井
崎
村
が
担
当
し
て
い
た
の
で
井
崎
橋
の
名
が
起
こ
っ
た

と
あ
る
。
ま
た
字
名
も
井
崎
橋
字
で
現
在
も
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
東
に
行

け
ば
白
竜
と
い
う
字
が
あ
る
。
街
道
の
南
側
に
深
谷
と
い
う
絶
壁
の
深
い
谷
が
あ

る
。
こ
の
あ
た
り
が
多
良
越
え
の
難
所
と
言
わ
れ
、
人
里
離
れ
た
淋
し
い
所
で
、

背
こ
こ
に
腕
力
の
強
い
大
男
の
山
賊
が
い
て
、
旅
人
を
殺
し
て
金
品
を
奪
い
、
死

が
い
は
深
谷
に
ほ
う
り
こ
ん
で
い
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
又
、
宇
良
、
長
里
の

山
林
原
野
の
争
い
も
長
く
続
き
、
明
治
十
一
年
に
解
決
し
た
と
あ
る
。
静
か
な
山

合
の
里
に
も
開
発
の
波
は
押
し
寄
せ
、
近
代
設
備
の
採
石
場
も
す
ぐ
近
く
に
稼
動

し
て
い
る
。
静
と
動
は
こ
こ
に
も
あ
る
。



ハートフルひちは

芳心　厨
おがた　ま　の　き

A
三言

（
短
歌
）

寒
空
の
小
枝
に
と
ま
る
小
雀
が
足
を
と

ら
れ
て
動
け
ぬ
ま
ま
に

平
田
富
美
子

雪
か
ぶ
り
葉
は
次
々
に
茶
色
め
き
庭
の

眺
め
の
何
時
生
き
か
え
る

木
下
　
静
枝

日
溜
り
に
春
の
香
り
の
蓬
の
葉
草
餅
つ

く
り
し
苦
し
の
ぼ
る

吉
次
　
ツ
ヤ

も
ろ
も
ろ

諸
々
の
人
の
情
け
に
つ
つ
ま
れ
て
生
き

つ
ま

ゆ
く
夫
の
幸
せ
思
う

梅
林
み
つ
よ

き
さ
ら
ざ

如
月
の
吹
く
風
さ
む
く
雪
の
舞
い
春
の

訪
ず
れ
待
た
る
る
思
い

石
原
　
昌
子

立
春
の
陽
ざ
し
の
中
の
梅
の
花
寒
さ
に

堪
え
て
ち
ら
ほ
ら
と
咲

石
丸
　
雪
枝

そ
の
昔
上
司
に
貴
い
し
春
蘭
は
こ
の
年

も
ま
た
花
咲
か
せ
お
り

森
　
あ
さ
の

善
悪
の
二
字
を
離
れ
て
来
し
方
を
い
た

だ
き
も
の
と
知
る
は
死
の
と
き

江
越
　
重
博

（
俳
句
）

薔
薇
の
花
春
の
顔
み
て
歌
っ
て
る

中
村
の
ぼ
る

久
し
ぶ
り
銀
の
世
界
と
握
手
す
る

木
下
　
静
枝

花
い
り
や
く
つ
ろ
ぎ
語
る
昼
さ
が
り

石
井
　
清
流

板
チ
ョ
コ
は
舌
と
心
に
深
く
し
み

石
井
　
清
流

あ
め
つ
ち

天
地
の
息
吹
き
蒐
め
て
梅
ひ
ら
く

江
越
　
重
博

猫
の
球
少
し
ふ
く
ら
み
春
浅
し

中
尾
　
房
子

（
川
柳
）

難
波
か
ら
女
船
頭
一
人
旅

石
井
　
清
流

永
田
町
党
利
党
略
ど
ろ
試
合石

井
　
清
流

辛
党
も
チ
ョ
コ
の
甘
さ
に
酔
い
し
れ
て

中
村
の
ぼ
る

小
長
井
中
二
年

高
　
橋
　
悦
　
子

作文－一

長里小6年

矢　竹　早　苗

「もうすぐ中学生」

工作

わたしは、あとすこしで中学生です。中学生になったら今まで

とちがって制服をきていかなければいけません。わたしは、スカー

トが似合わないからちょっとスカートをはくのがいやだなあと思

います。それでも早く中学生になりたいです。中学生になったら

勉強が増えます。わたしは、あんまり勉強が得意じゃないから、

ちょっと不安です。それに中間テストや期末テストの時のお姉

ちゃんの様子を見ていると、テストなんかも小学生の時と比べた

ら全然違って難しいので大変だなあと思います。だから、中学生

になったら今までよりがんばらないといけないなあといつも思い

ます。それから、部活があります。わたしはまだ何に入るか決め

ていません。いろいろあるからとても迷ってしまいます。わたし

に合うのはなんなのかなあと思って、いつも考えてしまいます。

だから中学生になってから部活の様子をよく見て決めようと思い

ます。わたしは、今までよりも友達ができるかがとっても心配で

！す。たくさん友達ができたらいろんなことをしたいです。でも、

－　わたしははずかしがり屋だから自分からなかなかいろんなことが

二言えません0だからこれからは、自分から自分の思っていること
や考えが言えるようにしないといけないと思っています。今は、

l

いろんな心配があるけど早く中学校にいって、何にでも積極的に

．ちょう戦していきたいと思います。



お
■
■
誕
生
白
お
め
■
で
と
う

家

新宮弘之くん（井崎4）
H6．3．8

（利弘・直美さんの二男）

敬称略

■　．　√l rl

黒木芳美（船　　津）

（管村）恵美（諌早市）

出生者　保護者　部　落
いりえ　みゆ

入江　未唯（隆秀）牧　　3
よしつぐ

吉次ひかり（誠）大久保
たさ老　　けいすけ

田崎　啓介（寿利）井崎1
いけだ　みお

池田　美央（武弘）黒仁田
はるな

藤瀬　春菜（幸喜）牧　1

一）お＜やみ○

死亡者　　年齢　　部落

山口　　馨（89歳）小川原浦4

梅林　一馬（87歳）．大久保

伊原　謙→（71歳）聖母の騎士園

山口　千代（101歳）大久保

山口　信夫（67歳）足　　角

C 打　　　 ス ケ ジ ュ ー ル

日 曜 時　　 間 場　　 所 行　　　 事　　　 内　　　 容 担　 当　 課

2 木

9 ：00 ′－15 ：00 文 化 ホ ー ル リハ ビ リ教皇 住民計 福祉保健課

10 ：00 ～ 12 ：（氾 ／／ ノー マ ラ イゼ ー シ ョ ンを す す め る 会 福 祉 保 健 課

13 ：30 ～ 16 ：30 さ ざ ん か 会 館 心 配 ご と相 談 （次 は9 日、 16 日、2 3 日、 30 日） 社 会 福 祉 協 議 会

4 土 14 ：0 0 ～ 文 化 ホ ー ル 図 書 毒 お 話会 教 育 委 員 会

6 月 15 ：0 0～ ／／ 教 育 委 員 会 ／／

7 火 13 ：聞～13 ：30受付 ／／ 育 児 学 級 福 祉 保 健 課

8 水 9 ：30 ′〉12 ：∝I ／／ 婦 人 の 健 康 づ く り学 習 会 ／／

9 木 10 ：00 ～ 1 5 ：∝） さ ざ ん か 会 館 人 権 相 談 ・行 政 相 談 住民課・福祉保健課

1 0 金

9 ：30 ～ 役　 場　 議　 場 第 1 回 定 例 議 会 議 会 事 務 局

19 ：00 ～ 町 民 グ ラ ウ ン ド 第 2 回 健 康 づ く りグ ラ ン ドゴ ル フ 大会 教 育 委 員 会

1 1

？

12

土
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10 ：00 ～ 諌 早少年 自然の家 子 ど も会 次 期 リー ダ ー研 修 会 教 育 委 員 会

14 火 13 ：∞～13 ：罰受付 文 化 ホ ー ル 母 子 健 診 福 祉 保 健 課

16 木

10 ：0 0 ～ 12 ：0 0 ／／ あ け ぼ の 会 〝

10 ：0 0 ～ 12 ：0 0 ／／ ノー マ ライ ゼ ー シ ョ ン をす す め る 会 ／／

19 ：0 0 ～2 1 ：（X ） 役 場 会 議 室 断 酒 懇 談 会 ／／

18 土 14 ：00 ～ ／／ 図 書 室 お 話 会 教 育 委 員 会

19 日 8 ：3 0 ・～ 12 ：0 0 町 民 グ ラ ウ ン ド

第3 9 回 小 長 井 町 消 防 操 法 大 会

総　　 務　　 課

第 2 1 回 小 長 井 町 消 防 放 水 競 技 大 会

23 木 9 ：00 ～ 15 ：0 0 文 化 ホ ー ル リハ ビ リ教 室 住民課 ・福祉保健課

24 金 9 ：3 0 ′－ 役 場 会 議 室 農業 委 員 会 農 業 委 員 会

25 土 1 9 ：30 ～ 文 化 ホ ー ル 映画 鑑 賞 会 教 育 委 員 会

3 1 金 14 ：0 0 ～ 16 ：0 0 役 場 会 議 室 老 人 医 療 受 給 者 証 交 付 式 住民課 ・福祉保健課

下旬 未　　　 定 文 化 ホ ー ル シル バ ー 大 学 開 講 式 教 育 委 員 会

こ
ち
ら
編
集
室

▼
以
前
は
都
会
で
し
か
見
当
た
ら
な

か
っ
た
『
回
転
ず
し
』
。
今
で
は
近
場
で

味
わ
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
ご
存

じ
の
と
お
り
、
い
ろ
ん
な
メ
ニ
ュ
ー
が

回
っ
て
き
て
、
好
き
な
も
の
を
と
り
、

食
べ
た
皿
で
精
算
さ
れ
る
仕
組
み
。
皿

に
よ
っ
て
金
額
が
違
う
。
そ
の
『
回
転

ず
し
』
で
の
約
十
三
年
前
の
お
話
。
T

氏
が
東
京
に
行
っ
た
と
き
、
初
め
て
み

た
『
回
転
ず
し
』
の
看
板
、
勇
気
を
振

り
絞
り
、
経
験
の
た
め
店
に
入
っ
て
み

た
。
ま
ず
は
座
っ
て
み
た
も
の
の
、
と

り
皿
が
な
い
。
右
の
方
を
見
て
み
る
と
、

皿
が
高
々
と
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
だ
と
思
い
、
一
皿
と
っ
て
み
る
。

す
る
と
右
の
お
客
さ
ん
が
慌
て
た
よ
う

に
皿
を
取
り
上
げ
た
。
「
な
し
～
」
　
（
T

氏
）
と
言
い
な
が
ら
、
も
う
一
回
と
っ

て
み
る
。
「
何
す
る
の
？
」
（
東
京
の
人
）

ま
た
も
や
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
こ
で

T
氏
「
よ
か
で
す
た
い
、
い
っ
ち
ょ
ぐ

ら
い
貸
し
て
く
ん
さ
っ
た
っ
ち
ゃ
1
」

そ
の
後
、
話
を
聞
い
て
理
解
し
た
T
氏

は
顔
を
真
っ
赤
に
し
な
が
ら
、
寿
司
を

味
わ
っ
た
と
か
。
　
　
　
　
（
ケ
ン
）
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